
2024年4月1日 日本水フォーラム（認定NPO法人）

第10回世界水フォーラム 動画ご出稿案内（2024年5月、インドネシア・バリ）



世界水フォーラム：水に関する世界最大級の国際会議

【これまでの日本の参画状況】
国連「水と衛生に関する諮問委員会」名誉総裁を務めておられた皇太子殿下のご臨席、元総理（日本水フォーラム会長）の総理
特使としての出席、閣僚級（国交、環境等）の参加をはじめ、学術界・民間企業・NGOなど参加多数。
日本の実績や強みをアピールし、日本の存在感を国際社会に示す上で大きな効果を上げている。

【開催状況（開催地・参加国・参加者数）】

第1回（1997）モロッコ   63ヵ国    500人
第2回（2000）オランダ 114ヵ国  5,700人
第3回（2003）日本     183ヵ国 24,000人
第4回（2006）メキシコ  168ヵ国 19,700人
第5回（2009）トルコ    192ヵ国  33,000人
第6回（2012）フランス  173ヵ国  34,000人
第7回（2015）韓国 168ヵ国 46,000人
第8回（2018）ブラジル 172ヵ国 120,200人
第9回（2022）セネガル（ダカール）
第10回（2024）インドネシア

【世界水フォーラム概要】

・世界中の水に関する関係者が一堂に集い、水に関わる様々な問題への

対処について議論。

・参加者は、各国元首・閣僚級を含む政府機関、国際機関・企業・NPO等

・３年に１度、世界水の日（3月22日）前後に開催

・主催は、世界水会議※及び開催国
※世界水会議（WWC：World Water Council)

水分野の専門家や国際機関の主導のもと1996年に設立された国際NGO。本部は仏マルセイユ。

皇太子殿下ご講演（第8回）
閣僚級会合イメージ



第10回世界水フォーラム開催概要 （現時点の主催者発表情報）

・ 主催者：世界水会議（WWC）、インドネシア政府
・ 開催日： 2024年5月18日～25日
・ 会   場 ： インドネシア・バリ ヌサドゥア コンベンションセンター

・ テーマ ：繁栄を共有するための水（Water for Shared Prosperity)
・ 公式サイト： https://worldwaterforum.org/

・ 参加者 ： 政治家、行政機関、国際機関、学術研究者、
 民間企業・団体等17,000人以上（主催者発表）

・ プログラム： 
プレナリー（開閉会式等）、ハイレベルパネル、特別セッション、
政治プロセス（政治家対象の各種プログラム）、

地域プロセス（地中海、米州、アジア太平洋、アフリカに分かれ開催される多数の公式セッション）、

テーマ別プロセス（開催テーマのもと設けられた6つのサブテーマ（Ｐ７ご参照）に応じ開催される多数の公式セッション）、

展示・フェア（日本パビリオン出展予定）、ユースプログラム、サイドイベント等

https://worldwaterforum.org/


全日程一覧（現時点の主催者発表情報、赤枠：ご出稿動画上映場所の日本パビリオン設置予定）
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名 称：JAPAN PAVILION
主 催：特非）日本水フォーラム
開設日程：2024 年 5 月 20 日（月）～25 日（土）、6日間
面 積 : 150 ㎡
テ ー マ：Sound Water Cycle: Leading to Shared Prosperity
特 長：「健全な水循環」（未来を照らす新技術から歴史文化まで）を発信
ブース出展（受付終了）：日本の民間企業・団体、行政、学術研究機関など20社・団体
動員目標：のべ4,000人

＜動画出展（募集中）＞
●現地での再生環境
・80インチ及び43インチ映像FHDモニター、事務局が上映を担当いたします
・上映回数：1日当たり１枠2回以上、1枠10分（動画が3分の場合、1枠内で3回再生可能）

●オンライン再生環境
・特設ウエブページで紹介（動画はＹｏｕｔｕｂｅ公開を想定、公開期間は4月下旬～半年以上を予定）

●動画規定
・英語で制作されていること、w1920×h1080（FHD）、mp4またはmov、29.97p（30p）

●ご出稿料金、お支払い期日
・1枠（10分）99,000円（消費税込）、2024年5月末日（ご希望がありましたらご連絡ください）

●お申込・動画ご支給期日
・2024年4月22日（月）

第10回世界水フォーラム 日本パビリオン概要と動画ご出稿募集概要



会場全図（赤枠：日本パビリオン設置予定地）

下図赤枠：日本パビリオン設置予定位置

青矢印から見た日本パビリオン
（現時点の設置イメージです）
ご出稿動画上映画面の一例



1． 水の安全保障と繁栄 （Water Security and Prosperity）
このテーマは、世界が何十年にもわたって直面してきた最も重要な問題の 1 つである。水の安全保障が確保されない状況は、人口増加、格差の広がり、
気候変動、持続不可能な開発、水資源をめぐる競争の激化の影響によって引き起こされ、急速に変化している世界でますます大きな脅威になりつつある。

2． 人類と自然のための水 (Water for Humans and Nature)
水は地球上のすべての生命にとって重要な資源である。水の安全保障は健全で機能的な生態系に依存している。それは我々に大量の商品、サービス、
幸福をもたらす。淡水生態系の破壊によるその低下は、必然的に生物多様性と私たちの生活・ 健康に影響を与えるような深刻な問題につながる。

3． 災害リスクの軽減と管理 (Disaster Risk Reduction and Management)
気候変動による洪水、干ばつ、熱波、暴風雨といった異常気象はより頻繁に、より破壊的になってきている。そのほとんどは水循環に関連しており、災害
リスク の軽減と管理は WWF10で議論される重要なトピックである。とりわけ、WWF１０ホスト国であるインドネシアは、頻繁に水関連の災害、とりわけ
洪水によるサイクロンに悩まされ、それを高い優先順位に定めている。

4． 協力と水外交 (Cooperation and Hydro-diplomacy)
水資源をめぐる競争の激化を克服し、相互理解を深め、他の水部門を含むすべての水利用者間の許容可能なトレードオフを特定するためには、
世界規模で の関係者間の良好な水協力と、水コミュニティ内およびそれを超えた健全なガバナンスが不可欠である。
特に法的手段に基づく水力外交と交渉は、平和的 な調停と紛争の防止を促進するための優れた手段である。

5. 水の革新的なファイナンス (Water Innovative Finance)
水のための資金不足も取り組まなければならない重要な課題である。 世界中の何百万人もの人々が、清潔な水と衛生設備へのアクセスが十分ではなく、
水媒介性の疾患や水関連の災害にさらされる可能性が高まっている。気候変動と急速な都市化は、水供給と衛生に関する新たな課題を生み出している。
人口 密度が非常に低い地域では、農村地域や自然地域が置き去りにされている。 それゆえに、水ファイナンスに関して、革新的で柔軟、持続可能で効率
的なアプ ローチが必要である。

6. 知識とイノベーション （Knowledge and Innovation ）
水セクターでは科学の進歩と技術革新が急速に進んでおり、新たなツール、手段、方法論が利用可能になっている。この豊富な知識と伝統的および土着の
ノ ウハウを共有し、広く利用できるようにし、規模を拡大して、世界が直面している今後増大する水問題に対処する必要がある。

第10回世界水フォーラム（WWF10）における6つのテーマ枠組み
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本件お問合せ・お申込み先

特定非営利活動法人 日本水フォーラム

日本パビリオン担当：天野、福田

E-mail: jwf-world10th@waterforum.jp

電話：03-5645-8040（平日9：30～18:00）

名 称
所在地
代表理事
設立
会員数
ウエブサイト

特定非営利活動法人 日本水フォーラム
〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町5-4 アライズ第2ビル6階
竹村公太郎
2004(平成16)年4月1日、2020（令和2）年2月3日 認定NPO法人
団体会員88団体・企業、個人会員75名
https://www.waterforum.jp/

日本水フォーラム団体概要

mailto:jwf-world10th@waterforum.jp
https://www.waterforum.jp/
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